
町の情報を
メールマガジンで配信中

　
　4 月からいなぼうネッ
トでは、町で行われるイ
ベント情報の配信も行っ
ています。
▶ 登 録 方 法 ＝ ① 宛 先 に inagawa@
bosai.net と入力、もしくは下の QR
コードを読込み、 件
名と本文は入力せず
にメールを送信する
②メールが返信され
ますので内容に従っ
て登録する
▶問合せ　緊急情報について＝危機
管 理 室（☎ 766―8703）、 お 知 ら せ
情報について＝秘書広報室（☎ 766
―8707）

＜３＞ 広　報　い ＜２＞平成２４年（2012年）５月１５日な　が　わ

平
成
23
年
度
の
消
費
生
活
相
談
コ
ー

ナ
ー
の
相
談
内
容
と
取
り
組
み

　

本
町
で
は
、
月
・
水
・
金
曜
日
に

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
相
談
コ
ー
ナ
ー
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
１
８
４
件

で
、
前
年
度
よ
り
34
件
増
（
前
年
度

比
22
・
７
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

【
相
談
傾
向
】

　

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
工
事
関
係
、

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販
取
引
の
ト
ラ
ブ
ル
や
ア
ダ
ル
ト

サ
イ
ト
の
架
空
請
求
、
携
帯
や
パ
ソ

コ
ン
の
不
具
合
に
関
す
る
相
談
が
多

数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
貴
金

属
の
買
い
取
り
に
つ
い
て
の
相
談
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

【
形
態
別
相
談
件
数
】

①
店
舗
（
61
件
）

　

消
費
者
が
直
接
、
店
舗
に
出
向
い

た
り
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
見
て
業
者
に

連
絡
し
た
り
す
る
こ
と
で
発
生
し
た

ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
で
す
。

　

不
動
産
業
者
が
店
舗
に
出
向
い
て

賃
貸
住
宅
、
不
動
産
購
入
契
約
の
解

約
な
ど
の
相
談
や
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
で

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
購

入
し
た
が
不
具
合
が
出
た
な
ど
の
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。

②
通
信
販
売
（
31
件
）

　

通
信
販
売
の
相
談
で
は
、
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
の
架
空
請
求
や
出
会
い
系

サ
イ
ト
の
相
談
が
多
く
を
占
め
ま
し

た
。

　

毎
年
相
談
が
増
え
て
い
る
の
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
商
品
の
返

品
や
返
金
、
交
換
に
つ
い
て
の
相
談

で
す
（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）。

③
無
店
舗
（
62
件
）

　

こ
の
中
に
は
、
多
重
債
務
相
談
も

含
ま
れ
ま
す
が
、
平
成
22
年
度
に
比

べ
る
と
多
重
債
務
相
談
は
減
少
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
訪
問
販
売
（
16
件
）

　

消
火
器
訪
問
販
売
、
新
聞
、
リ

フ
ォ
ー
ム
関
係
業
者
の
相
談
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

⑤
電
話
勧
誘
（
11
件
）

　

未
公
開
株
や
社
債
に
関
す
る
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

振
り
込
め
詐
欺
の
よ
う
に
多
数
の

人
物
が
未
公
開
株
発
行
会
社
、
証
券

会
社
な
ど
を
騙
り
、
あ
た
か
も
こ
れ

か
ら
未
公
開
株
、
社
債
の
価
値
が
何

十
倍
も
上
が
り
す
ぐ
に
利
益
を
渡
せ

る
よ
う
に
伝
え
、
購
入
を
あ
お
る
よ

う
で
す
。

⑥
そ
の
他
（
３
件
）

　

継
続
的
役
務
提
供
（
パ
ソ
コ
ン
教

室
、
学
習
塾
な
ど
何
カ
月
も
契
約
を

結
ぶ
も
の
）
お
よ
び
連
鎖
販
売
（
マ

ル
チ
商
法
）
に
関
す
る
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。

【
年
代
別
相
談
者
】

　

30
歳
代
～
70
歳

代
ま
で
幅
広
い
年

代
か
ら
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
毎
年

少
な
か
っ
た
10
歳

代
や
20
歳
代
か
ら

の
相
談
も
少
し
ず

つ
増
え
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
老
人
大

学
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
自
治
会
な
ど

で
出
前
講
座
を
行

い
啓
発
を
行
っ
た

結
果
、
講
座
終
了

後
に
相
談
に
来
ら

れ
る
人
が
増
え
ま

し
た
。

【
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
】

　
少
し
で
も
「
お
か
し
い
な
？
」
と

思
っ
た
ら
、
消
費
生
活
相
談
コ
ー

ナ
ー
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

い
た
だ
い
た
情
報
を
も
と
に
、
チ

ラ
シ
配
布
な
ど
の
啓
発
や
注
意
喚
起

を
行
い
、
被
害
や
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然

に
防
ぎ
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
も
消
火
器
販
売
業
者

が
不
適
切
な
訪
問
販
売
を
繰
り
返
し

て
い
る
こ
と
や
、
Ｓ
Ｆ
商
法
業
者
の

情
報
を
受
け
、
自
治
会
を
通
し
て
注

意
喚
起
の
チ
ラ
シ
の
配
布
や
、
回
覧

板
な
ど
で
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
販
売
業
者
も
兵
庫
県

の
行
政
処
分
を
受
け
る
こ
と
と
な

り
、
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
気
軽
に
情
報
提
供
を
い
た
だ
く

こ
と
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
も
し
も
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

た
ら
・
・
・
】

　

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
相

談
く
だ
さ
い
。
消
費
生
活
相
談
員

が
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
さ
れ
た

個
室
で
、
あ
な
た
の
個
人
情
報
が

漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
電
話
で
も
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る
た
め
に

　平成 23 年度も通信販売の相談が多く寄せられました。
　その中にはアダルトサイトや出会い系サイトの相談も含ま
れますが、最近増えているのは、携帯電話やパソコンで申し
込んだ商品や教材などの返品や返金、交換の相談です。
＜返品・交換について＞
　通信販売は消費者が自
主的に申し込みを行うこ
とから、訪問販売などの
ように無条件で解約でき
るクーリング・オフ制度
の適用はありません。
　通信販売では返品制度
の有無を広告に表示する
こ と を 義 務 付 け て い ま
す。
　広告に返品特約につい
て表示されていない場合
は、商品が届いてから 8 日以内であれば、返品が認められま
す。ただし、返品のための送料は消費者負担です。
　広告の中に「お客様の都合による返品不可」などの特約が
記載されている場合は、特約が優先されます。「返品・交換
不可」と表示があった場合でも、商品に破損や不具合がみら
れるときは、交換できるので、商品到着後はできるだけ早く
商品を確認し、業者に連絡してください。
　通信販売で申し込みをする場合、広告が消費者にとって唯
一の情報になります。返品や交換の有無や販売価格、支払時
期、方法、事業者の氏名や住所、電話番号などが、消費者に
とって正確に読み取ることができるように表示されているか
を確認しましょう。
　また、誇大広告・虚偽広告やネット通販では、消費者の意
思に反する申し込みをさせないように申し込みの確認や訂正
が簡単にできない表示は、禁止されています。

通信販売の返品・返金・交換について

特設会場などに出向
き、安い商品と思わ
せ高額な商品の契約

消費者の住居を業者が
訪ね契約を行うなど

入会すると安く商品が買
え、他人を誘って売れば
儲かると勧誘

業者や特定の人が電話で
勧誘をし、後で契約書面
などを送付

雑誌やインターネットの
広告やチラシを見て申込

安価な生活必需品の商品販
売を餌に高価な商品を販売

10歳代2人
（1.1％）

20歳代7人
（3.8％）

30歳代
28人

（15.2％）

40歳代
28人

（15.2％）

50歳代
37人

（20.1％）

60歳代
30人

（16.3％）

70歳代以上
43人

（23.4％）
団体・不明9人
（4.9％）

年代別相談者数

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
が
巧

妙
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
被

害
防
止
の
た
め
、
町
で
は
出
前
講

座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
問
題
に
興
味
が
あ
る
人

は
、
相
談
員
が
訪
問
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
応
募
条
件　

５
人
以
上
の
団
体

や
グ
ル
ー
プ

▼
費
用　

無
料

▼
講
座
内
容　

◆
契
約
の
解
約
に

つ
い
て
◆
子
ど
も
を
ネ
ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル
か
ら
守
る
た
め
に
◆
消
費
者

力
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
な
ど

※
内
容
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ　

同
コ
ー
ナ
ー

（
☎
７
６
６
・
１
１
１
０
）

出
前
講
座

　広報いながわでは、奇数月の
1 日号で、消費生活のアドバイ
スを紹介しています。
　今後の被害を未然に防止する
ために、全国的に実際にあった
相談情報や、多く見られるケー
スなどを掲載しています。
　また、町ホームページからも
ご覧いただけます。ページ左側
消費生活相談コーナーのバナー
をクリックしてください。

消費生活の
アドバイス

身近な事例やアドバイスを

紹介しています

こんなときはどうし
たらいいの？

会
計
課

本庁１階

参
画
協
働
課

産
業
観
光
課

税
務
課

福
祉
課

住
民
保
険
課

夜間出入口

出入口

消
費
生
活

相
談
コ
ー
ナ
ー

総合窓口

５月は消費者月間です

消費生活相談
◆月曜日＝日生住民センター

　◆火～金曜日＝役場
　　（月・水・金は専門員による相談）
　　いずれも午前10時～正午、午後１時～同４時
 　電話での相談も受け付けています。

　消費生活問題は未公開株から食の安全
についてなど、多様化・複雑化していま
す。
　このことから消費者庁では、平成 24
年 5 月の消費者月間の統一テーマを「安
全・安心いま新たなステージへ」と定め、
消費者被害の未然防止・拡大防止に努め
ています。
　「困った」と感じたら、どんな小さな
ことでも結構ですので、町消費生活相談
コーナーにご相談ください。

▲役場相談コーナー
（プライバシーは守られます）

新名神関連工事用道路の建設工事の
お知らせ
　 新 名 神 関 連 工
事 用 道 路 な ど の
施工に先がけ、県
道川西篠山線・町
道 原 広 根 線 お よ
び 差 組 紫 合 線 に
おいて右図の 3 カ
所で、改修工事を
実施しています。
　施工期間中はご迷惑をおかけしますが、ご理
解・ご協力をお願いします。
●通行時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時（日曜
日は工事を行いません）
●問合せ　新名神高速道路対策室（☎ 766―
8715）　【発注者】　西日本高速道路㈱兵庫工事
事務所（☎ 768―8020（直通））

コンビニ

町役場

コンビニ

つつじが丘
小学校

工事場所

県道川西
篠山線

町道
原広根線

町道差組
紫合線

至白金

至松尾台

至清和台

～安全・安心いま新たなステージへ～

～
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
～

宅配便

▲ QR
コード

直接店舗に出向いて商
品やサービスを購入

問合せ

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
☎
７
６
６
・
１
１
１
０
）

静思館ヴォーカル＆ギターコン
サート
▶とき5月20日（日）1回目＝午
後2時～、2回目＝午後3時～　
▶ところ静思館　▶出演者佐々
木よしみさん・上川保さん　▶
内容ジャズやラテンの演奏　▶
参加費800円（コーヒー無料サー
ビス付）　▶定員各回先着50人
▶ 主 催 町 文 化 協 会　 ▶ 申 込・
問 合 せ 同 協 会（☎・FAX766―
0013）
戦没者追悼式
　悲惨な戦争の記憶を風化させ
ず、戦没者への追悼と未来永

えいごう

劫
の平和を祈念するため、戦没者
追悼式を開催します。
▶とき6月6日（水）午後1時30
分～　▶ところ社会福祉会館　
▶問合せ木津総合会館（☎768
―0217）

木津総合会館の講座
＜習字教室＞
▶とき第2・3・4火曜日午後4時
～同6時　▶対象町内在住の小
学生（3年生以上） 　▶定員先
着5人　▶講師穴澤暎煌さん
＜親子ふれあい教室＞
▶とき第1月曜日・第3金曜日午
後4時30分～同6時　▶対象町内
在住の障がいのある子どもと保
護者　▶定員先着3組　▶講師
松原洋子さん
いずれも▶ところ木津総合会館
▶申込同館にある申込書に必
要事項を記入し、傷害保険料
（1,115円）を添えて申込　▶
問合せ同館（☎768―0217）

人生80年いきいき住宅改造助
成事業の利用を
　町内在住で、高齢者や障がい
のある人が、住み慣れた住宅で
安心して生活ができるように、
一定要件の住宅改造（バリアフ
リー）に対して、費用の一部を
助成します。予算に限りがあり
ますので、申請される際には必
ず事前にご相談ください（平成
24年度分申請は同25年1月末ま
で受付）。
▶対象者①特別型＝介護保険の
要支援以上の認定を受けた人、
身体障害者手帳もしくは療育手
帳の交付を受けた人②一般型＝
60歳以上で特別型の対象となら
ない人　▶その他申請にあたっ

ては所得制限があります。な
お、新築や申請前に工事が終了
した住宅は対象外です。また、
当該助成を受けた世帯は、再度
助成を受けることはできません
▶申込・問合せ福祉課（☎766
－8701）
緊急通報システムの利用を
　町内在住で、日常生活を営む
うえで常時見守りが必要な状態
の人に緊急事態が発生した場合
に備え、緊急通報装置を貸与
し、近隣の人の協力を得て高齢
者などの生命を守ります。
▶対象者おおむね65歳以上で一
人暮らしの人、一人暮らしの重
度身体障がい者（身体障害者手
帳1級または2級保持者）　▶そ
の他電話回線が「NTTアナログ
回線」以外の場合はシステムが
正常に作動しないことがありま
すので事前にご相談ください　
▶申込・問合せ福祉課（☎766
－8701）
母子家庭等特別相談事業（巡回
相談）の実施
　ひとり親家庭またはこれに準
ずる家庭を対象に、弁護士によ
る裁判を前提とした法律相談を
行います。事前に県母子自立支
援員に相談事項をお申し出のう
え、予約をお願いします。
▶相談日6月7日（木）　▶とこ
ろ芦屋市福祉事務所　▶申込・
問合せ5月24日までに阪神北県
民局（☎0797－83－3143）
宅地防災相談所を設置
▶とき5月21日（月）・同23日（水）
午前10時～午後4時　▶ところ
阪神北県民局　▶問合せ同局ま
ちづくり建築課（☎0797―83―
3192）
平成24年度町社会福祉協議会
嘱託・臨時職員採用名簿への登
録について
　社会福祉協議会では、就職を
希望される人に採用名簿への登
録を行います。なお、同名簿に
登録されても、採用を約束する
ものではありませんのでご了承
ください。
▶登録方法同協議会のホーム
ページより申請書をダウンロー
ドし、必要事項を記入・写真・
資格職希望の人は登録証・免状
の写しを添付し、持参もしくは
郵送　▶登録有効期間平成24年
度中の1年間　▶問合せゆうあ
いセンター（☎766―1200、〒666
－0236北田原字南山14－2）
新聞未購読世帯に広報紙を郵送
　新聞未購読の世帯に、毎月1
日・15日発行の広報紙を郵送で
お届けしますので、電子申請ま
たは企画財政課秘書広報室まで
連絡ください。
▶問合せ同室（☎766―8707）

宮
みやわき

脇　愛
あいすけ

輔くん
11 カ月（白金）

井
い う ち

内　翠
み お

音ちゃん
1 歳 2 カ月（つつじが丘）

　いつもニコニコで元気を
くれる愛くん。みんな愛く
んの笑顔が大好きだよ♡元
気で心優しく育ってね。

イベント・催し

お知らせ

　お兄ちゃんが大好きな翠
音♡これからも兄妹で仲良
くたくさん笑って大きく
なってね♡

地域活動支援センターを開設
　障がいのある人に、日常生活の支援や創作的活動
などの機会の提供を行い、社会生活を営むことがで
きるように支援を行います。
▶と　き　毎週月曜日～金曜日
　　　　　午前 10 時～午後 4 時
　　　　　※祝日・年末年始は休み
▶ところ   町総合福祉センター 2 階
▶対象者　町内在住の精神障がいのある人
　　　　　（精神障害者保健福祉手帳所持者）
▶内　容　趣味や社会参加、余暇活動に関する支援
　　　　　のためのプログラム、暮らしや社会参加
　　　　　を実現するための相談支援など
▶定　員　 各日 10 人
▶その他　事前に利用登録が必要
▶申込・問合せ　同センター（☎ 766 － 1200）　　
　　　　　　　    福祉課（☎ 766―8701）

講座・教室


